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編　集　後　記

　本学部発足以来の宿題であった紀要第1号が，開講7年目を迎えてようやく世に出ることと

なった。教官人数の少ないことや，予算などの制約もあって，年1回の発行となったが，講義

・実習，その他の学生指導の合間を精力的に研究に取り組まれ，その成果を多数の方々がこぞ

って本誌へと寄稿せられ，創刊号としてはきわめて多彩な内容のものとなったことは喜ばし

い。

　当学部の性格上，論文の内容は医学とその関連分野を主として，さらに人文および自然科学

の広い範囲にわたるため，編集方針を決めるにあたって，できる限り執筆者の自由な表現を損

うことのないよう配慮したつもりであるが，紀要としての体裁や規格の統一を維持するため・

やむなく編集委員会において独断裁決に踏み切った点もあり，寄稿者各位にご迷惑をかけ・ま

た編集期間も予想外に長引いたことを深くお詫びする。

昭和56年10月

紀要編集委員長

紀要編集委員
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